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O．はじめに
　ある言語が別な言語の語彙を取り入れるときに音韻
的にはどのようなことが起こるのか．借用する側の言
語（the　host　language）の音」韻規則が本来語（native
vocabulary）1と同じように適用されるのか，また適用
方法が異なるのか，それとも本来語とは全く違う規則
が適用されるの）b・・．また綴り字と与えられる音価（と
りわけ母音音価）の対応関係はどうなっているのか．
また外来語本来の音韻的特徴がどのように本来語の音
韻体系に合うように調整されるのか，その一方で外来
語本来の音韻的特徴はどの程度保持されるのか，とい
う様タな問題を我々に提起してくれる．
　外来語の砺究は本来語そのものの音韻論研究を進め
る上で，有益であり示唆に富む．なぜなら外来語も本
来語同様に当該言語の語彙を成し，音韻論は本来語・
外来語のどちらにも妥当な説明を与えなければならな
いからである．本稿では，英語に借用された日本語語
彙を例にとり，綴り字，特に母音字とその音価に限定
した考察を行い，小野（1989）が主張するように，外来
語は本来語とは異なる音韻的振る舞いを見せるため，
別な扱いをする必要があることを述ぺたい．2
1．綴り字と音価
　ここでは日本語からの借用語にたいして英語という
言語がどんな母音を与えるのか，つまり億音字とその
母音音価の対応関係をまず考察してみたい．子音字で
なくなぜ母音宇なのか，ということがすぐ問題となる
が，これは漠然とした言い方になるが日本語と英語の
音韻体系のずれが，子音よりも母音の方が大きいとい
うことが一つにある．またくa，i，u，e、o＞という5つの
母音字によって5つの億音しか示さないという約束事
のあるローマ字衷記の日本語の語彙が，母音の数がは
るかに多い英語の音韻体系の中でいったいどのような
手順に従って音価を与えられるかという興味深い側面
を持っているからである．Chomsky　and　Halle（1968）
（以下SPEと略）などが提案しているようなメカニズ
ムに沿った形で：音価を与えることができるのかという
論理的な問題にも関係してくるのである．
　5つの母音字〈a．i，　u，　e，　o＞に実際英語で与えら
れている音価は短母音・長母音合わせて16個3あるが，
このうち日本語からの借用語に与えられているのは
（1）にみられるように12個である．しかしこのことは，
12個すべてが同じような頻度で与えられていることを
意味するものではない．そしてこの場合強勢の有無と
の関係，音節構造等を考慮に入れなければならないこ
ともあるが，今ここでは扱わない．個々の事例を扱う
前に，母音字全般について考察してみることにする．
単母音字としてそれぞれに与えられている音価は次の
とおりである．4
（1｝a［ae，　a：，　a．］
　　i　　［i：1　i，　a．］
　　u［u：，u，a．〕
　　e　［i：，e，　ei，　a．］
　　。［。：，。，。u，a．］
　これらを母音の一般的な分類法に従い張り母音
（tense　vowels）とゆるみ母音（lax　vowels）に分けてみ
ると（2）のようになる．
｛2） a　tense：　［a：］
i　tense　：　　［i：］
utense：　［u：］
e　tense　：　　［i：，　ei］
。亡ense：［。：，。U］
1ax：［ae，　a．］
1ax：　［i，　a．］
lax：［u，　a．］
1ax：［e，　a．］
1ax：［o、　a．］
　張り母音で最初に気がつくことは，aとiにおいて
だけ母音推移が起こっていないことである．つまり借
用語中の母音宇aとiは字母音（Alphabetic　sounds）
どおりに読まれることがないということで，たとえ第
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＿強勢椴けたとしてもそれぞれ［・i］となったり［・i］
とt、6ことがないのである，これ麻来語と大き俣’
なる点であり，，・ke［・eik〕と・ake（酒）［・a・ki（・）］，
mi、e［m。is］とmi・。㈱1措）［mi・S。・〕などを比較し
てみれば明らかであろう．SPEなどの分析のように，
それぞれの綴り字に基底母音・子音を仮定して規則を
順次適用して表面構造となる実際の発音を導くという
方灘選べば，・・ke［seik］と・al・e［・alki（・）］を全く
同じに扱うことはでぎない．この点Uこついては後でま
た述べたい．
　一方ゆるみ母音で目に付くことは，すぺての億音字
で［a．］が与えられているということである．これは，
〈、，i，。，，，。〉すべての母音字は弓勘母音と＠6み
瀦の音価を持つことができ，＠6み母音寺溺勢が置
かれない場合には，いわゆる中立的（neutra1）な母音，
っまり［、．］に弱化するというよく知られた英語の事
実に合致するものである．（SPEI11。，・KENYON・2°2）
ぎわめて英語的な現象が日本語から借用された英語に
も認められるのである．
　このようにみてくると，英語に借用された日本語の
語彙は，［a．］とい・う日本語には認められないきわめて
英語らい・音価を与えられているという点で本来語と
似た振る舞い観せる一方で，・とiに［・i］・團と
いうこれまたきわめて英語的な音価が与えられていな
いというきわめて複雑な特徴を持っているように思わ
れる．このような二つの相反する特徴をどうとらえる
べきなのか．
2．有標性と借用語
am語からの借用語の母音字には英語らしい音価が
与えられる場合と，そうでない場合があることはすで
にみたとおりである．言語の有標性という観点でこの
現象をとらえるとどうなるであろうか．Lindsey
（199①は，言語が別な言語から語彙を借用し音価を与
える場合に，・2つの可能性があることを述ぺている．
タ採諦こは・・，x・ti・・巌質がつぎまとうために・有標
な値（marked　value）が与えられるというのが第一の
可能性である．これとは逆に，外来語は本来的な値を
なにも持たないため，defaultな値として無標な値（un・
marked　value）が与えられるというのがもう一つの可
能性である．さらに音韻論以外の領域をみてみると・
たとえぽ文法的な性（gender）の与え方に関してフラ
ソス語は，英語からの借用語に無標の男性（masculine
gender）をあたえ，ドイツ語は男性か中性（masculine
or　neuter　gender）を与え有標の女性（feminine　gen・
der）は避ける傾向が認められ，どうも後老の可能性が
基本’らしいことが指摘されている．ここではLindsey
の指摘に従い論を進めることにする．
　SPEで提案されている母音に関する有標性の規約
によれば，張り母音が無標とされる．従って，（2）の各
母音の有標性の度合いこそ同じではないにしても，張
．り母音は無標の母音であり，一方ゆるみ母音は有標の
母音であることを仮定する．そこで，この無標・有標
の母音の生起状況をaを例にとってみてみよう・aに
与えられている音価は（1）でみたように張り母音の
［。，］とゆるみ儲の［ae，・．］であった・なお［・・］
にっいてだけ当該母音に下線を施してある．
㈲　a［a：］　Aso　san　banzai　biwa　Chiba　dashi．geta
　　　　　　gyoza　kaki　kana　Naha　Nara　Sakai
　　　　　　’sake　saki　Sato　sansei　tabi　tanka　Yagi
　　　：　　－Akashi　Akita　Aso－san　chanoyu　bunra－
　　　　　　ku　Esaki　fusuma　hibachi　karate　Ma－
　　　　　　chida　medaka　mikado　Nagano
　　　　　　Nag。ya　Oita　Omiy・Osaka　Ozawa
　　　　　　sashimi　satori　sanpaku　Satsuma　shiat・
　　　　　　su　sukiyaki　tatami　Toyama　Toyota
　　　　　　Tsugaru　Strait．tsunami　Tsushima
　　　　　　Urawa　yakuza　Yukawa　Zaibats廿Aki－
　　　　　　hito　Fujisawa　Fukuoka　Fukuyama
　　　　　　Funabashi　Hachioji’Hakodate
　　　　　　　Hamamatsu　harakiri　harakari　hir－
　　　　　　　agana　Hirakata　Ichil｛awa　ikebana
　　　　　　　Ishikari　bay　　kakemono　karnikaze
　　　　　－．・　Kanazawa　KarateiSt　Katakana
　　　　　　　Kawabata　Kawaguchi　Kawasaki　Kita－
　　　　－　ky。、hti・ki・ig・mi・Kum・m。t。　Ku・a・hiki
　　　　　I　KUrOS’aWa　makimOnO　MatSUyaMa
　　　　　　　Miy。。。1d　N・g・・aki　Niig・t・Ok・y・撮a
　　　　　　　Okazaki　Okinawa　orlgaml　sayona「a
　　　　　　　shab1ユーshabu　shiitake　ShizUoka　sukiya．
　　　』　　　ki　suribachi　Takamatsu　teriyaki　To・
　　　　　　　，kushima　Toyonaka　Wakayama　ya－
　　　　　　　kitori　Yamanoto　Yokohama　Yokosu－
　　　　　　　ka　Amagasaki　enokidake　Ichinomiya
　　　　　　　Nishinomiya　Sagamihara　Utsuhomiya
　　　　　　　Higashiosaka・Murasaki（Shikibu）
　　　　　　　Ton6gawa（Susumu）Chikamatsu　Mon－
　　　　　　　zaemon
　　　a　［ae］　　adzuki（bean）adsuki（bean）Nagasaki
　　　　　　　napa　napPa　samisen　safnurai　sanpaku
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a［ai］
Satsuma　Yagi
Akita　Amagasaki　Fujisawa　Fukuoka
Fukuyama　Funabashi　geisha　geta
Ginza　gyoza　hiragana　Hiroshima且iro－
shlma　Itsukushima　Iwo　Jima　kabuki
Kagoshima　l｛ana　karate　Kawabata
Kawaguchi　Kawasaki　Kurnamoto　Kur－
osawa　Machida　medaka　Nagasaki
Nagoya　napa　napPa　Nara　Niigata
Okazaki　Okinawa　Omiya　Osaka
Ozawa　Sagam1hara　SapPoro　Satori
sayonara　Takatsuki　tatami　To－
konoma　Toyota　Tsushi皿a　tsut－
sugarnushi　Urawa　Utsunomiya　Wa・
kayama　Yamamoto　Yokohama　Yo・
kosuka
　このようにみると張り母音の［a：］とゆるみ母音［a．］
が圧｛i到的に多いことがわかる．［a：］と［ae］に関して
は無標の張り母音が＠るみ母音よりも多く与えられて
いて，Lindesyの指摘どおりである．が，＠るみ母音の
［a．］はどうであろう）b　・．［ae］同様に有標のゆるみ母
音であり与えられることがない，あるいは与えられる
にしてももっと少ないと予測されるはずだが，［a．］の
現れている位置は語末か，そうでなければ第一一一強勢の
直前に限られていることを考えれぽ，生起位置との関
係から，きわめて無標の音価とも言えるのである．英
語もこれに似た分布状況を示すはずである．
　まず語末であるが，Halle　and　Keyser（1971）（以下
HKと略）では語末の一aの特殊性に関して（4a）（4b）の
ような例を挙げている．ここの例はすべて何らかの音
価を持つ母音字で終わっていることに注意されたい．
母音字のなかで一eで終わる語がないのは表面構造（実
際の発音）を導く際にe一省略規則（e－Elision　Rule）と
いう規則で消去してしまうので音価を持つことはな
い．詳しくはSPE（p45）を参照．
（4）　　（a）　　fiasco
soprano
illuminati
ravioli
jujitSU
（b）　magenta
　　　veranda
　　　Bettina
　　　Verona
　　　Matilda
　（4a）の例は〈o，i，u＞の母音字で終わる単語でいず
れも張り母音である，一方（4b）はaで終わり［a．ユと
いうゆるみ億音である．このことからどの母音字も基
底ではゆるみ母音と仮定して、［十10w］という素性を
持つ［ae］（これはaが表す）をのぞき，言い換えれぽ
［－10w］という素性の母音だけを張り母音に変える規
則（5a）を設定している．さらに（5a）の適用を受けない
［＋Iow］の母音を［a．〕に変えるため母音弱化規則（5
b）をもうけている．これにより英語の語末にみられる
事実を説明しようとしている．これは母音で終わる開
音節には，弱化され［a．］となっている場合をのぞけ
ば，必ず張り母音が生じているという英語の音講造上
の制約のことをいDている．ところが目本語の音講造
にはそのような制約はなく語宋に関して両言語の構造
のずれが生じる．詳しくは安井（1992：153f），　SPE
（p．74）を参照．
（5）（・）V→［＋tense］／［＃＃　X［：嚇］＃＃］
（b） m二欝］→a’／　［＃＃X“’Y＃＃］
　以上のことから一a［a．］で終わる借用語も基底でゆ
るみ母音を仮定することにより（4b）の例と全く同じ
ように滋くことができ，きわめて英語にみられる一般
的（無標）な現象を示すとすることができる．5表面的
な音価自体は無標ではないが，生起位置と無標の規則
に従い導かれるという点では無標の母音として差し支
えないであろう．
　他方（3）では，aに与えられる［a；］は張り母音であ
るために無標の母音としたが，この扱い方に全く問題
がないわけではない．ここで問題となってくるのは
　［a：］を張り母音とすることにあるのではなく，一部の
生起位置にあるのである．（6）の例がその理由である．
（6）（a）Akita　Fujisawa　Fukuoka　Fukuyama　geta
　　　　gyoza
　　（b）biwa　Chiba　fusuma　Ichikawa　ikebana　kata－
　　　　kana
　（6a）は語末のaに［a：］，［a．］というの2つの異な
る母音の交替をみせる語彙を，（6b）はaに［a：］の母音
しか認められない語彙をそれぞれあらわしている．（4）
（5）でみたように強勢付与規則との関係から語宋のa
を［－tense］に仮定しなければならないSPE，　HKな
どの枠組みでは，（6a）の［a．」であるaを含む例しか
扱えず，（6a）の［a：］をもつ例と（6b）は扱えないことに
なる．つまりこれらは（5a）（5b）という英語にみられる
一般的な現象を説明する規則の例外なのである．基底
での表示そのものが（4b）とは違うのか，それとも本来
語とは異なる派生手順が存在するのであろうか．（6a）
と（6b）の基底形が違うと仮定することはもっとも簡
単であるが，これは明らかに好ましくない．なぜなら
SPEなどでは派生形の音声表示を，非派生形の音価を
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もとに派生させているからである．語根が共通する場
合にはなるべく関係づけて派生させるのである．elec－
tricからelectrlcityを導く際のcの扱い方はその代
表的なものである．electricityの基底表示でのcは
electricのCと同様にkと仮定している．従って同一
の語に異なる基底表示を考えるより｝ま，塞底では同一
であったものが種々の規則の適用如何で違う表面形を
持つに至ったと考える方がより自然ではないかと思わ
れる．
　となると残された道は，（6a）（6b）には1司じ基底表示
を与え，異なる派生手順を考えるということになる．
ここではSPEの基本的な方法から離れ，つまり外来語
については本来語と異なる基底表示の与え方をLind－
seyに従い仮定し，小野が提案するような母音の弛緩
性i（tellseness）や音節の重さではなく音節数を問題と
する強勢規財の存在を前提に問題を考えてみることに
する．注意すべき点はここでは基底形（基底裏示）と
表面形との距離は，SPEほど離れているものではな
く，もっと近いと考え，その派生過程もはるかに単純
でかなり直接的なものであることである・
　外来語に音価を与える場合，無標の母音が与えられ
る傾向にあるということは本節の冒頭で述べたとおり
である．SPEでは無標の母音は張り母音とされるの
で，外来語の綴りに，一律に（2）に示す張り母音が与え
られると仮定する．Linseyがアメリ力英語で観察して
いる強勢のある音節に生じている母音音価と綴りの対
応関係は⑦のようなものであり級っている例は日本
語を含めた多くの言語からの借用語である．
⑦a／［a（：）lin・lz・d（the　same　v・we1　as　in　balm）
　　　e．g．　avocado　tace　macho　Gaddafi　Mahler
　　　　　　Mazda
　　i／　　［i：：｝　　irユ　heed
　　　e．g．　Lima　Toshiba　Aquino　Batista　diva
　　　　　　Nissan
　　u／　［u：］　in　wlzo，d
　　　e．9．Fuj　i　mucho　buffo　sushi　Julio　Gunnar
　　e／［ei］in　1観卿
　　　e．g．　peseta　Fuego　Mehta　Pedro　Pietro　Ma－
　　　　　　drilene
　　。／［。u］i且乃o召4
　　　e．g．　Angola　Navratileva　Parvarotti　mocha
　　　　　　yogurt
　　ここでta　9すべき点は2つある．まず2節で日本語
において観察きれなかった母音推移を受けた・［ei］，i
　［a至〕という音緬がここでも与えられていないという
事実である．そしてそれぞれの母音は主強勢のある音
節にあるということである．以上日本語からの借用語
の例（3），Lindseyの指摘する（7）を考慮に入れると，基
底での表示や派生手順に問題は残るものの，外来語に
無標の母音が与えられる傾向があるとしても問題はな
いであろう．°
3．強勢と音価
　ここでは小野（1989）が外来語に適用されるとする本
来語とは異なる強勢規則をとりあげてみよう．この規
則は2節でもふれたように，基底母音の弛緩性や音節
の重さではなく，音節数を問題とする規則であった．
これは基底母音の指定をより表面の音声形式に近づら
れることを意味する．歴史的にみても，大母音推移な
どのさまざまな音変化を経てつづり字と音声を直接結
びつけるのが困難な本来語と，そうでない場合が多い
外来語とで異なる基底表示を想定することは無理があ
るようには思えない．Lindseyの指摘のように，外来語
は受け入れ言語で本来的な値を持っていないとすれ
ば，当該言語で一般的である，言い換えれぽ無標の，
しかも綴りとかけ離れていない音価が与えられるので
ある．
　強勢位置を音節数によって算定する規則はまとめれ
ぽ次のようになる．
（8）a．2音節語　　　　　XlS2（x2＝：CVC）a’・RT　x2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（x，＝CV）
　　b．3音節語　　　xえx
　　c．4音節語　　XxSx
　 d．5音節語　文XXえX
　　e．6音節語XxxxSx
　（8）は（9）にみるように正しい強勢配分を予測してい
る．（下の一覧で’は第一強勢が，は第二強勢がそれぞ
れその直後の音節に強勢があることを示している．）
（9）a．2音節語　’biwa’Aso’doj　o’Fuji’geta
　　b．3音節語　A’kita　a’dzuki　hi’jiki　e’noki
　　　　　 　　　工’waki
　　c．4音節語　，Fuji’sawa，Hako’date、hira’－
　　　　　　　　　gana　，　Hiro’hiro
　　d．5音節語　、　shimono’seki，　tsutsuga’mushi
　　e．6音節語　．．．．
　しかし（8）にも（10）のような反例は存在する．（（）
は交替形を示す．）
（10）a．ai，nu（，ainu）ban’・ai　b。n伽saiぐb。nsai）
　　　　　ki’be量（’kibei）
　　　　　ni，sei（’nisei）　Nip’pon（’NipPon）　sa1ゴsei（’
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　　　　　sansei）Sen’dai
　　　b．　’Akita　’Aomori（Ao’mori）　’bushido
　　　　　’bunraku’chanoyu’daimio’Hirneji（Hi’
　　　　　meji）　’Hokusai（E［oku’sai）　　’netsuke　　’
　　　　　Hokkaido（Hok’kaido）　　’Nagoya（Na，
　　　　　goya）　’Oita　’samisen　’Satsuma（Sa’
　　　　　tsuma）　，seppuku（sep’puku）　’Shikoku
　　　　　（Shi’koku）　’sukiyaki　［’ski：ya：ki：］　　’
　　　　　tempura（tem’pura）’Tokyo　’torii　＋’Tsu－
　　　　　shima（tsu’shima）’yakuza，zaibatsu
　（10a）は2音節語の反例だが，　ainuをのぞけばすべ
てCVC，　CVVという「重い音節」で終わっており，
これが強勢転移の原因と考えられる．または末尾母音
が［十tense］の場合，そこに第一強勢が置かれるとい
う本来語の規則に従っていて本来語に近い扱いを受け
ている可能性もある．英語語彙としてのこなれ具合い
の反映ともみられる．一方（）の交替形は（8）の規則力～
予測するとおりの強勢位置を示す．（ユOb）の三音節語
は，samisenをのぞき末尾音節と後ろから2番目の音
節がCVCVと軽いため，頭音節に強勢がきていると考
えられよう．4音節以上の語も含め多くの事例を観察
しなければならないが，現時点において音節の数を問
題とする（8）の規則に，音節の重さへの考慮を加味すれ
ばかなり多くの事例が説明できるであろう．さらに詳
しい分析は別な機会におこないたい．
4．語末の音価
　最後に興味深い事実として一Ce（C＝t，　k）のeが持
つ音価を考えてみたい．問題としたいのは次のような
語である．
（11）7enokidake［i；］Hakodate［e］Hiroshige［ei／e］
Kamikaze［i：］karate［i：］karateist［i］lc　obe［i：／ei］
konoye　［ei／ye］　Kure　［e］　sake　［i：／e］　（saki　［i：／e］）
shiitake　［i：／e］
　安井（1992：154）では英語の音節構造上の制約から，
酒（sake）は［saki］と（［e］というゆるみ母音ではな
く），［i（：）］という張り母音で終わる語として発音され
ることをBront苺という語とともに指摘している．英
語の本来語における長母音識示符としての黙字の一e
は，SPEなどでは一e省略規則で強勢規則適用後に消し
てしまうので音価をもっことがないことはすでに述べ
たとおりである．しかし一eで終わる日本語からの借用
語はすぺて音価を与えられており，また本稿では本来
語とは異なる強勢規則を仮定しているので，当然のこ
とながら℃省略規則などは適用されないと考えられ
る．この点からしても，（11）は本来語とは異なる扱い
を受けるぺきであることがわかる．
　では一eに与えられた［i：］，［e］，［ei］をどのように
説明すべきか．有標性との関係でいえぽ，［i：］，［ei］は
ともに張り母音であるので安井が指摘するように英語
がかたくなに守り続けている音節携造上の条件を満た
すために与えられていると考えられる．その際［ユ：］，
［ei］のどちらを与えるかは生起位置や強勢の有無に
より決定されると考えられる．［e］はどうか外来語
には無標の母音（つまり張り母音）が与えられるとす
る立場からすれぽ，［e］は＠るみ母音であるために与
えられることがないという予測に反するものである．
さらに音節構造上の制約を破って閉音節でなく開音節
で［e］が与えられている7つまり張り母音が与えられ
ず，なおかつ英語の音節構造を破っていることで，2
重の意味でこの語宋の一e［e］は有標な音形である．し
かし［e］の音価しか持たない例は，地名・人名など限
られていることから，これが特別扱いされ，有標の音
価を与えられる理由であると考えられる．その一方で
　［i：］，［e〕の交替では有標な母音である［e］から無標
である［1：］への変化が起こりやすいことは容易に想像
され，それに合わせてsakeからsakiというように綴
り字も変化したと思われる．有標から無標への変化は
Iranやsopranoのような語においても，　aの音価が
　［ae］から［a二］へ移行する形で認められるとLindsey
は指摘している．
5．ま　と　め
　日本語からの借用語に与えられた音価，強勢の型は
本稿でとりあげた例をみる限り本来語とはかなり異な
る音韻的振る舞いをみせることがわかった．この事実
を英語音韻論のなかでどのように位置づけるかが問題
であったが，本来語に適用されるものとは別個な規則
を設けること，基底表示との関わりでは無標の母音が
与えられ，強勢の有無により本来語にきわめて一般的
にみられる音韻規則が適用され実際の音形が導かれる
ことを指摘してきた．本稿での主張をより妥当なもの
にするために理論的枠組みの整理や歴史的な側面への
考察などを今後の課題としたい．
注
　＊筆者の愚論に耳を傾け，貴重な助言をいただいた
本学英文学科の佐藤英志氏に感謝申し上げる．不備が
あるとすれば，いうまでもなく筆者の貴任である．
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1．小野G989）に従い，本来藷（native　v。cabulary），
　外来語（loan　vocabulary）という用語を用いる．なお
　以下本文中で便宜的に使っている発音記号と一般的
　な表記法の対応麗係は次に示すとおりである・
　［a：］＝｛a：1［ae］　＝［ae］［n、　．］・［e］［o：］＝［o：］
　［。］・［o〕
2．Ito・and・Mester（1986：66）は日本語の連濁現象に関
　して，複合語である条件に加え語彙素｛生に［±
Yamat。｝を仮定し，［＋Yamat。3（躰語の本来語
　である大和言葉）を持つ語彙にしか現象が起こらな
　いことを指摘している．
3．母音の数をいくつ認めるかについては意見の分か
　れるところであるが，本稿では一般的な数字を採用
　し，詳継な議論は罐δこなわない・
4．　（1）の例は丁島εAmerican　Heゴ三tage　Dictionary
。f・th・・E・g！i・h　L・ng・・g・・3・d・Editi。・（1993）から¢
　ものであり，以下ことわりがない場合は岡辞典から
　の引用と理解されたい．
5．あるいは基底でL三ndseyの指摘を拡大し外来語
　には一律に無標の張り母音が与えられ，強勢付与の
　後で，弱化規則が適用されるとも考えられる．本稿
　ではむしろこの考え方を採りたい．この場合張り母
　音｛a：≡渉一aに与えられることになるが，（4b）のよ
　うな語からの類鑑に基づいて一aがトten3e］のゆる
　み母音をi表すと認識され，本来語に適罵される（5b）
　力三遭用さiz－a［a．｝となると考えれば，（6b）の母音
　交趣こPtしての書搦が嚇琶である．また外来語に（5
　a）（5b）のような規鋤樋用される際に，臼ow〕や
　［－teRse｝などの指定が除かれてより癖潔な形で適
　溺される可態性演あるのか亀しれない．なおLir三d・
　seyはアメリカ英語（MI　IGA）とイ判ス英語の容認
　発音（RP）では無穣の母音が与えられる点では雨老
　は類似しているが，M｛∋Aでは［　÷　tense］の母音ヵ葦，
　蓑Pでは［＋short］の母音がそれぞれ無標の値とし
　て選ばれる傾向にあり，MGAとRPでは根底の母
　音偉系力畷なる可能｛生を述ぺている．
垂、蟹鵡（1993）は員本語で外来語に母音i挿入する場
　合，壼垂捻雄値として無標の母音［u〕が選ばれるこ
　とを指摘している．
　　　　　　　1－high〕
　　　　　　　　1；・一一．．．．．
St，eet→、［］tピ］・iitビ］→Sut。rlit。
7．アメリカ留学経験のある英文学科学生の浅見説
　子，皆川淳子さんの指摘ではkaraokeの一keは［ki：ユ
　と発音され，これを反映した綴りkaraokiもあると
　のこと．sakeの交替形のsaltiも同例であろう．
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